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Shigikaidayori NAKAMA
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なかまなかま ３月 ６月 ９月 12 月

世界遺産登録10 周年記念ラッピング電車世界遺産登録10 周年記念ラッピング電車
　世界遺産登録 10周年を記念し、筑豊電気鉄道の車両に遠賀川水源地ポンプ室のラッピングを
　施し、世界遺産及び中間市の PRを行います。走行期間は令和 8年 1月末から 2年間です。



Shigikaidayori　NAKAMA  ２

物価高対応子育て応援手当給付事業　１億１６０８万３千円

1月臨時会の概要と結果（1月 30日）

　令和 8年第 1回（1月）臨時会では、承認 2件、議案 1件が提出され、1月 30 日の 1日間で審

議されました。1月臨時会で審議された主なものについて、ご紹介します。

　1月臨時会における議案は全員賛成で全て可決されました。　

　議案および議決結果は、ホームページに掲載しています。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

令和７年度中間市一般会計補正予算（第１０号）

歳入歳出補正額　　　　    ４億２２３０万４千円

歳入歳出総額　　   ２１３億６８５３万１千円

〇　可　決

　物価高が長期化する中、その影響を強く受けている子育て世帯を
支援するため、児童手当支給対象者のこども 1人あたり 2万円を
支給します。

【対象】
　・児童手当を支給されている児童（基準日：令和 7年 9月 30 日）
　・令和 7年 10月から令和 8年３月末までの出生児童

【原案可決された事業の一部】

 1月臨時会を開催しました— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 　 — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

中間くらし応援券配布事業　３億１６４４万７千円

　物価高騰が家計に及ぼす経済的負担の軽減を図り、地域経済の活性化を目的として
１世帯あたり１万円に加え、世帯２人目以降 1人あたり 5千円の商品券を配布します。

【対象】
　令和 8年 1月１日時点で中間市内に住民票がある人

【商品券使用期間】
　商品券到着時から令和８年７月３１日まで

市ホームページ



３　Shigikaidayori　NAKAMA 

3月定例会の概要と結果（3月 3日～ 3月 25日）

　令和 8年第 2回（3月）定例会では、諮問 1件、承認 1件、議案 28件が提出され、

3月 3日から 3月 25 日までの 23 日間で審議されました。3月定例会で審議された主なもの

について、ご紹介します。

　3月定例会における議案は全員賛成または賛成多数で全て可決されました。

　議案および議決結果は、ホームページに掲載しています。　　　　　　　　　　　　　　

 3月定例会を開催しました— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 　 — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

議案

番号

　　　　　　　　　　議員名

議案名

植

本　　

堀

田

小

　　　　　

林

田

口

善　　

原　

　　　

森

上

田

口

澄

掛

田

阿

部

原

口

迫

田

大

和

柴

田

大

村

下

川

中

　　　

野

議決
結果

市　長　提　出　議　案

​​第 2号
議　案

令和 7年度中間市一般会計補正予算
（第 11号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 9号
議　案

中間市介護保険条例の一部を改正す
る条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 15号
議　案 中間市未来創造基金条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 16号
議　案

中間市特定乳児等通園支援事業の運
営に関する基準を定める条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 19号
議　案 令和 8年度中間市一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 20号
議　案

令和 8年度中間市特別会計国民健康
保険事業予算 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 23号
議　案

令和 8年度中間市後期高齢者医療特
別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

第 25号
議　案 令和 8年度中間市水道事業会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ー 原案

可決

賛否が分かれた議案

　　令和８年度中間市一般会計予算

歳入歳出総額 ２１３億９３３８万８千円

　　（前年比  　 　２３億４８２２万８千円　増）

〇　可決

市ホームページ

※中野議員は議長のため採決には加わりません。「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席です。



第３子以降保育料無償化補助金事業　１ 9 7 6 万 9 千円

縁
えん

タメシティプラットフォーム事業　1 億９８７４万２千円

　地域コミュニティのつながり再生や地域経済の活性化、市民生活の利便性向上の
ため、地域ポータルアプリを構築する取り組みです。

Shigikaidayori　NAKAMA  ４

【原案可決された事業の一部】

 3月定例会を開催しました— — — — — — — — — — — — — — — — — — — — — 　 — — — — — — — — — — — — — — — — — — — —

　安心してこどもを生み育てることができる環境
づくりを推進するため、第１子、第２子の年齢や
世帯収入に関わらず、第 3子以降の保育料を無償
化します。

コミュニティバス運行事業　　７３５４万８千円

　タクシーのような便利さと路線バスの安さを兼ね
備えたAI オンデマンドバスを運行します。

　運行エリア　：　中間市全域
　運行開始日　：　令和 8年 10月 1日（予定）

※画像はイメージ図です。

①なかマイルポイント
地域活動への参加で
ポイント付与等。
市内協力店で利用可。

　地域ポータルアプリの主なサービス

②移動支援
タクシー会社と連携、
自治会等の活動への参加を
サポート。

③ヘルスケア
スマホで健康情報管理。

（歩数達成でポイント付与
等、楽しく健康活動を継続）
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５　Shigikaidayori　NAKAMA 

行
政
の
情
報
発
信

「
市
民
の
関
心
に
応
じ
た

プ
ッ
シ
ュ
型
情
報
発
信

の
構
築
を
」

行
政
が
情
報
を
出
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
は
な

く
、
市
民
一
人
一
人
に

必
要
な
情
報
が
確
実
に

届
い
て
い
る
か
ど
う
か

と
い
う
視
点
か
ら
質
問

を
行
い
ま
す
。

現
在
の
行
政
情
報
発
信

は
、
市
が
情
報
を
出
し
市

民
が
自
ら
探
し
に
行
く
、

プ
ル
型
中
心
で
す
。
し
か

し
、
仕
事
や
子
育
て
、
介

護
な
ど
で
忙
し
い
市
民
が

常
に
能
動
的
に
情
報
を
確

認
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
。そ

の
よ
う
な
中
で
、
市

民
の
関
心
や
状
況
に
応
じ

て
、
行
政
側
か
ら
必
要
な

情
報
を
届
け
る
プ
ッ
シ
ュ

型
の
情
報
発
信
の
重
要
性

て
通
知
が
過
度
に
多
く
な

れ
ば
、
重
要
な
情
報
が
埋

も
れ
た
り
、
通
知
自
体
が

敬
遠
さ
れ
、
結
果
と
し
て

情
報
が
届
か
な
く
な
る
お

そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
、
通

知
頻
度
へ
の
配
慮
や
、
既

存
の
情
報
発
信
体
制
、
運

用
面
の
負
担
な
ど
を
踏
ま

え
、
実
現
可
能
な
方
法
に

つ
い
て
取
組
を
進
め
ま

す
。

議
員　
行
政
情
報
は
市
民

の
権
利
で
あ
り
、
暮
ら

し
を
支
え
る
基
盤
で
す
。

必
要
な
人
に
必
要
な
情

報
が
、
必
要
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
確
実
に
届
く
こ
と
、

そ
の
視
点
に
立
っ
た
情

報
発
信
の
仕
組
み
づ
く

り
を
、
ぜ
ひ
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

は
、
今
後
高
ま
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
本
市
の
認
識

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

未
来
創
造
部
長　

市
民
の

関
心
や
置
か
れ
た
状
況
に

応
じ
て
、
行
政
側
か
ら
必

要
な
情
報
を
届
け
る
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報
発
信
は
、

本
市
と
し
て
も
重
要
な
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員　
市
民
が
関
心
の
あ

る
分
野
を
登
録
し
、
そ
の

分
野
ご
と
の
行
政
情
報

を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
届

け
る
仕
組
み
に
つ
い
て
、

本
市
と
し
て
導
入
・
構

築
す
る
考
え
は
な
い
か
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

未
来
創
造
部
長　

分
野
ご

と
に
行
政
情
報
を
整
理

し
、
関
心
の
あ
る
情
報
を

プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
届
け
る

仕
組
み
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
に
資
す
る
有

効
な
手
段
で
す
。
市
と
し
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行
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築
を
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▼
学
校
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い
と
い
じ
め
や

　
　

子
ど
も
の
暴
力
行
為
を
予
防
す
る
た
め
の
学
校
教
育
の
取
組

　

▼
中
間
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
と

　
　

 

こ
れ
か
ら
の
中
間
市
の
街
づ
く
り
の
展
望　
　

            

　

▼
今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

　
　

の
あ
り
方

　

▼
定
住
支
援
と
合
わ
せ
た
同
居
・
近
居
の
支
援   　
　
　
　
　

　
▼
市
立
病
院
跡
地

　
▼
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス　
　

     　
　
　
　

 

　

▼
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り　

　

▼
障
が
い
者
の
支
援　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

▼
自
殺
対
策　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

　

▼
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
活
用
し
た
地
域
支
援
事
業

　

▼
高
齢
者
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　
　
　

  

　

▼
新
し
い
病
院　
　
　

  

　

▼
中
間
市
新
中
学
校
施
設
整
備
実
施
計
画
（
案
）

　

▼
地
域
振
興
券　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

▼
地
域
公
共
交
通
の
市
内
全
域
で
の
実
施
に
向
け
た
対
応

　

▼
水
道
料
金
改
定
の
延
期　
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伊
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田
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善
大

大
村　

秀
三

原
口　

佳
三

原　
　

舞

掛
田　

る
み
子

植
本　

種
實

田
口　

澄
雄



阿部伊知雄議員
　　公明党

る
か
は
、
子
ど
も
の
自
己

肯
定
感
に
影
響
し
て
き
ま

す
。
そ
の
意
味
で
も
、
各

教
科
の
授
業
の
工
夫
も
大

切
で
す
。

中
間
市
の
魅
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
と
こ
れ
か
ら
の
中
間
市

の
街
づ
く
り
の
展
望

ま
ち
づ
く
り
の
展
望
に

つ
い
て
市
長
の
構
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

市
を
持
続
可
能
な

形
で
運
営
し
て
い
く
に

は
、
経
済
、
福
祉
、
そ
し

て
教
育
、
こ
の
３
本
柱
は

欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
現
時
点
の
最
優
先
事

項
は
、
安
定
的
な
経
済
基

盤
の
確
保
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
、
関
係
人
口

を
増
や
す
こ
と
で
得
た
縁

を
介
し
て
様
々
な
事
業
に

つ
な
げ
本
市
全
体
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
が
、
一
過

性
で
な
い
取
組
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
福
祉
に
つ
い
て

は
、
多
く
寄
せ
ら
れ
た
要

望
に
応
え
る
た
め
、
移
動

手
段
の
確
保
と
し
て
当
初

予
算
に
お
い
て
、
未
来
投

資
的
な
目
的
で
、
縁
タ
メ

シ
テ
ィ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
事
業
を
提
案
し

て
い
ま
す
。

最
後
に
教
育
に
つ
い

て
、
今
後
の
学
校
再
編

の
進
め
方
に
関
す
る
検

討
委
員
会
の
答
申
に
は
、

「
新
築
が
望
ま
し
い
こ
と

に
加
え
、
市
の
財
政
状

況
を
考
慮
し
、
慎
重
に

検
討
す
る
こ
と
」
と
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
意
見

を
踏
ま
え
、
現
時
点
で

は
、
再
編
は
ソ
フ
ト
面

か
ら
進
め
、
必
要
な
施

設
維
持
を
行
な
い
つ
つ
、

「
経
済
」
が
十
分
に
確
保

で
き
た
段
階
で
ハ
ー
ド

面
を
手
が
け
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
（
校
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
）
の
あ
り
方

校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
設
立
目
的
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長

 

自
治
会
等
の
加
入
率

の
減
少
等
に
よ
っ
て
、

地
域
行
事
等
が
で
き
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

小
学
校
区
内
の
諸
団
体

を
集
結
し
、
地
域
行
事

の
開
催
や
地
域
課
題
を

解
決
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

議
員  

当
時
、
松
下
前
市

長
は
住
民
自
治
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
し
、
設
立

に
至
っ
た
は
ず
で
す
が
、

先
ほ
ど
の
答
弁
に
は
住

民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
と
い
う
大
方
針
が

一
言
も
あ
り
ま
せ
ん
で

三
世
代
同
居
・
近
居
住

宅
支
援
補
助
金
」
の
視

察
に
行
か
せ
て
い
た
だ

き
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
導
入
に
向
け
て

動
き
出
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

建
設
産
業
部
長  

定
住
支

援
の
政
策
を
見
直
す
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員  

施
策
は
、
近
隣
に

先
駆
け
て
や
ら
な
け
れ

ば
、
効
果
の
最
大
化
は

見
込
め
ま
せ
ん
。

近
隣
で
は
ま
だ
聞
い
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
是
非

前
向
き
な
検
討
を
お
願

い
し
ま
す
。

し
た
。
大
方
針
を
取
り

下
げ
た
の
か
、
変
更
さ

れ
た
の
か
を
伺
い
ま
す
。

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
課
長

  

設
立
当
初
の
住
民
自
治

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
に
つ
い
て
、

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
員  

自
治
会
の
負
担
増

と
い
う
課
題
を
改
善
し
な

け
れ
ば
、
新
た
な
担
い
手

の
発
掘
や
、
次
世
代
の
担

い
手
の
育
成
も
困
難
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
早
急
な

検
討
と
、
地
域
の
方
と
話

し
合
い
な
が
ら
の
課
題
解

決
を
お
願
い
し
ま
す
。

定
住
支
援
と
合
わ
せ
た
同

居
・
近
居
の
支
援

 

流
入
人
口
を
増
や
す

こ
と
も
重
要
で
す
が
、

市
内
か
ら
の
流
出
人
口

を
減
ら
す
こ
と
も
重
要

で
す
。
昨
年
、「
蒲
郡
市

学
校
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
取
り
扱
い
と
い

じ
め
や
子
ど
も
の
暴
力
行

為
を
予
防
す
る
た
め
の
学

校
教
育
の
取
組

学
校
で
行
わ
れ
て
い

る
、
い
じ
め
や
暴
力
行

為
を
予
防
す
る
取
組
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
長　

児
童
生

徒
が
多
様
性
を
認
め
、
人

権
侵
害
を
し
な
い
人
に
育

つ
よ
う
な
人
権
教
育
の
推

進
、
児
童
会
や
生
徒
会
に

よ
る
児
童
生
徒
の
主
体
的

な
い
じ
め
防
止
に
取
り
組

む
活
動
の
推
進
、
定
期
的

な
ア
ン
ケ
ー
ト
や
面
談
等

に
よ
る
い
じ
め
に
気
づ
く

た
め
の
組
織
的
な
取
組
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

議
員　

自
己
肯
定
感
の
高

い
子
ど
も
は
、
人
間
関
係

も
良
好
で
あ
り
、
授
業
で

の
学
習
内
容
が
理
解
で
き
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場
全
体
の
再
編
と
合
わ

せ
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
っ
た
た
め
で
す
。
今

後
、
基
本
構
想
の
策
定

や
土
地
の
安
全
性
確
保

に
努
め
な
が
ら
、
再
編

を
進
め
ま
す
。

議
員　

市
民
が
知
り
た

い
の
は
、
い
つ
ま
で
に
、

何
が
形
に
な
る
の
か
、

工
程
を
見
え
る
化
し
、

必
ず
実
行
す
る
こ
と
を

求
め
ま
す
。

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

本
事
業
を
交
通
政
策
に

と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
ま
す
か
。

都
市
計
画
課
長  

地
域
公

共
交
通
計
画
に
お
い
て
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

議
員  

利
用
者
の
状
況
に

応
じ
た
予
約
の
複
線
化

を
ど
う
設
計
し
て
い
ま

す
か
。

都
市
計
画
課
長  

予
約
は

電
話
や
ア
プ
リ
、
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
行
う

予
定
と
し
、
自
治
会
か

ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

説
明
会
も
実
施
し
ま
す
。

議
員  

乗
降
場
所
に
つ
い

て
、
市
民
の
要
望
を
反
映

す
る
見
直
し
の
仕
組
み
を

用
意
し
て
い
ま
す
か
。

都
市
計
画
課
長  

乗
降
場

所
の
配
置
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
の
乗
降
場
所

を
も
と
に
公
共
施
設
等
を

追
加
し
、
間
隔
を
直
線
距

離
で
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以

内
を
目
安
に
配
置
案
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
こ
の
案

を
各
自
治
会
に
お
い
て
検

討
し
て
い
た
だ
い
た
上
で

配
置
を
決
定
し
ま
す
。

議
員  

止
ま
っ
て
い
た
場

所
が
動
き
、
移
動
が
変

わ
り
、
市
民
が
変
化
を

実
感
で
き
て
こ
そ
の
ま

ち
の
再
生
で
す
。
結
果

で
示
し
て
い
く
こ
と
を

求
め
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

  

本
市
は
高
齢
化
が
進
ん

で
お
り
、
日
常
生
活
や

生
活
面
で
も
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
自
治

会
の
中
で
は
、
自
分
達

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

活
動
を
し
て
い
る
方
達

に
支
援
は
で
き
な
い
の

か
伺
い
ま
す
。

介
護
保
険
課
長  

地
域
の

自
主
活
動
に
対
し
、
金

銭
的
な
支
援
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
一
般
介

護
予
防
事
業
に
位
置
づ

け
た
地
域
の
ご
要
望
に

沿
っ
た
内
容
の
健
康
づ

く
り
教
室
を
、
専
門
講

師
を
招
い
て
活
動
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

自
主
活
動
で
使
用
す
る

備
品
の
貸
与
も
随
時
行

い
、
活
動
支
援
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

い
て
伺
い
ま
す
。

介
護
保
険
課
長  

65
歳
以

上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
や
、
高
齢
者
の
み

世
帯
の
方
へ
、
買
物
や

調
理
が
困
難
な
方
を
対

象
と
し
た
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

配
達
時
に
健
康
状
態
の

把
握
も
行
い
、
安
否
確

認
を
兼
ね
た
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
支
援

  

支
援
が
有
効
に
使
わ
れ

る
よ
う
に
、
世
帯
の
状

況
に
応
じ
て
複
数
の
支

援
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択

で
き
る
仕
組
み
に
で
き

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長  

市
の
福

祉
窓
口
等
に
お
い
て
、

障
が
い
者
世
帯
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
や
、
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

向
け
、
相
談
支
援
専
門

員
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
計
画
を
作
成
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
を

整
え
て
い
ま
す
。

議
員  

公
園
内
に
健
康
遊

具
を
設
置
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

建
設
課
長  

屋
島
公
園
の

よ
う
に
多
く
の
方
が
歩

き
な
が
ら
利
用
で
き
る

場
所
に
健
康
遊
具
を
設

置
し
て
い
る
状
況
で
す

が
、
他
の
公
園
へ
の
健

康
遊
具
の
設
置
も
可
能

と
考
え
ま
す
。

議
員  

高
齢
者
に
対
す
る

低
栄
養
の
サ
ポ
ー
ト
が

行
な
わ
れ
て
い
る
か
伺

い
ま
す
。

健
や
か
育
成
課
長  

管
理

栄
養
士
等
に
よ
る
生
活

習
慣
病
や
重
症
化
の
予

防
、
フ
レ
イ
ル
介
護
予

防
に
繋
が
る
市
民
向
け

の
健
康
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

議
員  

独
居
で
外
出
を
あ

ま
り
し
な
い
方
へ
の
低

栄
養
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ

市
立
病
院
跡
地

旧
中
間
市
立
病
院
が
閉

鎖
さ
れ
年
月
が
経
過
し
て

い
ま
す
が
、
解
体
や
活
用

が
進
ま
ず
、
市
民
に
は
止

ま
っ
た
ま
ま
の
場
所
に
見

え
ま
す
。早
期
に
解
体
し
、

暫
定
的
で
も
広
場
と
し
て

活
用
す
れ
ば
、
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ル
シ
ェ
、
防
災
拠
点

な
ど
市
民
が
集
え
る
場
所

と
し
て
使
え
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
間
の
機

会
損
失
を
踏
ま
え
、
今
後

ど
う
進
め
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

未
来
創
造
部
参
事　
解
体

が
進
ま
な
か
っ
た
要
因

と
し
て
、
当
時
の
ひ
っ

迫
し
た
財
政
状
況
で
は

着
手
が
不
可
能
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
旧
市

立
病
院
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
内
の
公
共
施

設
の
一
部
で
あ
り
、
広
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議
員  

市
内
に
お
け
る
命

の
門
番
（
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
）
は
何
名
か
伺
い

ま
す
。

健
や
か
育
成
課
長  

ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

は
３
３
８
名
の
方
が
受

講
し
て
い
ま
す
。

議
員  

複
数
の
課
で
連
携

し
、
相
談
者
を
支
援
で

き
る
体
制
が
整
備
さ
れ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

福
祉
事
務
所
長  

第
２
期

い
の
ち
を
支
え
る
中
間

市
自
殺
対
策
行
動
計
画

で
は
自
殺
対
策
と
し
て

「
基
本
施
策
」「
重
点
施

策
」「
生
き
る
支
援
関
連

施
策
」
の
３
つ
の
分
野
で

各
課
が
施
策
を
共
有
し
、

関
係
課
と
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。  

ま
た
、
相
談

支
援
に
お
い
て
も
、
相

談
者
の
多
岐
に
わ
た
る

生
活
上
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
庁
内
の
相

談
窓
口
の
連
携
強
化
を

図
り
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
を
整
備
す
る

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

現
在
、
本
計
画
に
基
づ

き
、
各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
今
後
、
さ
ら
な
る

庁
内
の
連
携
強
化
を
図

り
、
本
計
画
の
趣
旨
及
び

内
容
を
全
庁
的
に
普
及
、

推
進
で
き
る
よ
う
庁
内
研

修
の
実
施
等
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

議
員  
相
談
者
が
ま
ず
は

じ
め
に
言
う
こ
と
は
、「
ど

こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
死
に
た
い
原

因
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
相
談
窓

口
が
あ
っ
て
も
浸
透
し
て

い
な
い
た
め
、
死
に
た
い

気
持
ち
に
発
展
し
て
し
ま

い
ま
す
。１
日
で
も
早
く
、

誰
も
が
相
談
し
や
す
い
総

合
相
談
窓
口
の
開
設
、
周

知
徹
底
を
望
み
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
制
度
を
活
用
し

た
地
域
支
援
事
業

縁
タ
メ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
課
長  

地
域
ポ
イ
ン

ト
の
制
度
を
整
備
し
、

社
会
活
動
等
に
対
す
る

ポ
イ
ン
ト
付
与
や
、
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
地
域

住
民
や
高
齢
者
の
社
会

参
加
が
促
進
さ
れ
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
再
生
及
び
経
済
循
環

を
図
る
も
の
で
す
。

議
員  

本
事
業
は
ポ
イ
ン

ト
ア
プ
リ
を
開
発
し
、

社
会
活
動
・
健
康
促
進

活
動
等
に
ポ
イ
ン
ト
を

つ
け
、
そ
れ
を
活
用
し

た
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
整
備
し
、
地
域
活
性

化
を
目
指
す
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
と
受
け
止
め
ま

い
ま
す
。

議
員　
事
前
登
録
は
ど
う

行
わ
れ
、
窓
口
は
ど
こ

で
す
か
。

介
護
保
険
課
長  

本
人
や

家
族
が
登
録
を
希
望
す

る
場
合
や
、
相
談
窓
口
、

民
生
委
員
等
の
見
守
り

活
動
の
中
で
登
録
へ
つ

な
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
窓
口
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

議
員  

見
守
り
対
象
者
と

見
守
り
隊
の
数
は
何
名

で
す
か
。

介
護
保
険
課
長  

令
和
８

年
１
月
末
現
在
、
対
象

者
数
97
名
で
、
隊
員
数

２
０
１
名
で
す
。

議
員  

令
和
２
年
の
国
勢

調
査
で
は
、
単
身
高
齢

者
世
帯
は
３
０
４
９
人

で
あ
り
、
見
守
り
対
象

者
97
名
は
少
な
い
と
感

じ
ま
す
。現
場
で
は
様
々

な
困
り
事
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
活
動
実
態
の

把
握
に
努
め
、
見
守
り

活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を

要
望
し
ま
す
。

し
た
。

  

事
業
へ
の
福
田
市
長
の

思
い
を
伺
い
ま
す
。

市
長  

本
事
業
に
よ
り
、

本
市
が
目
指
す
高
齢
者

の
社
会
参
加
の
促
進
に

加
え
、
地
域
で
支
え
合

う
仕
組
み
づ
く
り
が
醸

成
さ
れ
る
こ
と
で
進
化

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

 

高
齢
者
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
活
動
主
体
は
、

民
生
委
員
で
し
ょ
う
か
。

介
護
保
険
課
長  

事
前
登

録
し
た
見
守
り
対
象
者

に
対
し
、
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
、
自
治

会
連
合
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
各
団
体
が

連
携
し
安
否
確
認
を
行

自
殺
対
策

 

第
２
期
い
の
ち
を
支

え
る
中
間
市
自
殺
対
策

行
動
計
画
上
の
デ
ー
タ

で
は
、
令
和
２
年
以
降

の
本
市
に
お
け
る
自
殺

死
亡
者
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
自
殺
対

策
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

健
や
か
育
成
課
長  

市
内

小
中
学
校
の
児
童
生
徒

を
対
象
と
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
出
し
方
に
関
す
る
教

育
を
行
い
、
市
内
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
等
を
通

じ
て
、
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
の
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
自

殺
対
策
を
支
え
る
人
材

の
育
成
と
し
て
、
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

認
知
度
が
低
い
こ
と
が

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
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舎
を
建
て
て
は
ど
う
で
す

か
。
ま
た
、
中
間
中
学
校

に
底
井
野
小
学
校
の
移
設

を
見
込
ん
で
い
る
よ
う
で

す
が
、
小
学
校
関
係
は
何

も
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長  

中
学
校

の
再
編
で
は
、
全
市
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
見
地
か
ら

中
間
中
学
校
と
中
間
東
中

学
校
の
敷
地
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で

は
、
そ
の
方
針
に
基
づ
い

て
敷
地
を
最
大
限
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
施
設
整
備

の
方
法
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
の
配

置
は
未
定
で
す
が
、
市
全

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
踏
ま

え
、
中
間
中
学
校
敷
地
へ

の
底
井
野
小
学
校
機
能
移

転
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
今
回
の

新
中
学
校
施
設
整
備
実
施

計
画
策
定
業
務
で
将
来
的

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
配
置
計
画
を
検
討
し
ま

し
た
。

地
域
振
興
券

  

地
域
振
興
券
は
物
価
対

策
と
し
て
市
民
に
好
評
で

す
が
、
市
内
商
工
業
者
に

は
不
十
分
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
全
店
共
通
券

と
セ
ッ
ト
で
市
内
中
小
店

専
用
券
を
発
行
し
て
は
い

か
が
で
す
か
。

商
工
観
光
課
長 

中
小
規

模
店
舗
支
援
の
た
め
、
大

規
模
店
舗
で
利
用
で
き
な

い
振
興
券
の
導
入
は
、
前

向
き
に
検
討
す
べ
き
課
題

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
物
価
高
騰
で
市
民

生
活
が
厳
し
い
現
状
で

は
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
利
用
し
づ
ら
く
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。今
後
、

国
の
物
価
高
騰
対
策
が
完

了
し
、
経
済
が
安
定
す
れ

ば
、
中
小
規
模
店
舗
専
用

の
振
興
券
導
入
も
含
め
議

論
を
進
め
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
の
市
内
全

域
で
の
実
施
に
向
け
た
対
応

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業
は
、
全
市
的

運
行
を
視
野
に
入
れ
た

も
の
で
す
か
。
ま
た
利

用
方
法
は
ど
う
な
る
の

で
す
か
。

都
市
計
画
課
長  

市
内
全

域
を
エ
リ
ア
と
す
る
区
域

運
行
へ
、
運
行
の
対
応
を

変
更
す
る
予
定
で
す
。
利

用
は
複
数
の
利
用
者
が
出

発
地
と
目
的
地
を
選
択

し
、
乗
車
時
間
を
予
約
す

る
と
、
Ａ
Ｉ
が
最
適
な
運

行
ル
ー
ト
を
決
定
し
、
利

用
者
同
士
が
乗
り
合
い
し

つ
つ
、
お
お
む
ね
希
望
時

間
ど
お
り
到
着
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

議
員  

業
者
を
選
考
し
た

理
由
を
伺
い
ま
す
。

都
市
計
画
課
長　

交
通

事
業
者
を
母
体
と
す
る

別
で
見
る
と
6
ト
ン
の
場

合
63
％
、
10
ト
ン
の
場
合

83
％
の
値
上
げ
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
０
～
20
ト

ン
ま
で
の
引
上
げ
率
の
高

い
世
帯
が
全
体
の
80
％
を

占
め
ま
す
。

  

公
共
料
金
の
引
上
げ
を

す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

上
水
道
課
長  

経
済
情
勢

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

料
金
改
定
を
し
な
い
場

合
は
資
金
が
マ
イ
ナ
ス

と
な
り
、
事
業
の
継
続

が
困
難
と
な
る
た
め
、

令
和
９
年
４
月
の
改
定

に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

議
員 

一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
も
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

上
水
道
課
長  

水
道
経
営

は
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

受
益
者
負
担
の
原
則
に

基
づ
き
、
料
金
収
入
で

運
営
費
を
賄
う
独
立
採

算
が
原
則
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

専
門
的
知
見
を
生
か
し
、

市
内
公
共
交
通
と
連
携

し
た
、
よ
り
精
度
の
高

い
公
共
交
通
網
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
る
と

判
断
し
た
た
め
で
す
。

議
員  

住
民
参
加
型
で
進

め
る
長
野
県
木
曽
町
の

先
進
事
例
な
ど
を
参
考

に
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

  

市
民
の
要
求
重
視
で
率

直
に
耳
を
傾
け
る
と
こ

ろ
か
ら
事
業
の
推
進
を

図
り
、
業
者
任
せ
に
し

な
い
姿
勢
を
大
事
に
し

て
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
改
定
の
延
期

  

改
定
は
平
均
す
る
と

何
％
の
値
上
げ
で
す
か
。

上
水
道
課
長  

平
均
改
定

率
は
、
約
39
％
で
す
。

議
員  

こ
れ
ら
を
料
金
で

単
純
に
比
較
す
る
と
39
％

程
度
で
す
が
、
使
用
数
量

新
し
い
病
院  

新
中
間
病
院
と
中
間
市

は
連
携
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
開
院
す

る
な
か
ま
病
院
と
の
連

携
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。  

健
や
か
育
成
課
長  

新
中

間
病
院
は
こ
れ
ま
で
特
定

健
診
、
が
ん
検
診
、
予
防

接
種
等
を
通
し
て
市
の
健

康
事
業
に
協
力
し
て
お

り
、
４
月
以
降
の
開
院
後

も
現
在
の
健
診
・
予
防
接

種
事
業
を
新
施
設
で
継

続
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
今
後
連
携
可
能
な
業

務
に
つ
い
て
も
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

中
間
市
新
中
学
校
施
設
整

備
実
施
計
画
（
案
）

  

中
間
南
中
学
校
に
中
間

東
中
学
校
の
仮
設
校
舎
を

建
て
る
計
画
で
す
が
、
仮

設
で
は
な
く
新
中
学
校
校
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《《中中間間市市議議会会かかららののおお知知ららせせ》》

 　
　

 

   

  

 　
　

 

       

次次のの定定例例会会はは、、66月月 1166日日((火火))かからら開開催催すするる予予定定でですす。。  

議員の一般質問は 6月 18日(木)午前 10時から行う予定です。 
本会議及び委員会の日程は決まり次第、中間市のホームページに掲載します。 
問合先：議会事務局 ☎ ２ ４ ６ ­ ６ ２ ２ ０

会期日程 QRコード

Shigikaidayori　NAKAMA  1 ０

nakamashigikai

議会運営委員会 行政視察報告（令和 8年 2月 2日）

　中間市役所、ハピネスなかま、なかまハーモニーホール及び地域交流センターにて、議会の生中継を行っ
ています。議会開催日が休館日の施設では、中継は行いませんので、ご注意ください。

公共施設での議会の生中継について

議会広報紙の作成について（福岡県添田町）　

　添田町議会の議会広報紙は、町村議会広報
コンクールで受賞されるなど高く評価され
ており、住民の皆さまに分かりやすい紙面づ
くりがなされていました。
　特に作成マニュアルの整備により委員が
交代しても一定水準の編集が可能となって
いました。

市議会の情報を発信

　本会議・委員会のライブ・録画映像は
YouTube で配信しています。
　以下のQRコード以外にも、中間市議会の
HPのバナーからもご覧いただけます。

　定例会の開催情報や日々の議会の活動
内容を随時発信しています。
　是非、アカウントをフォローしてチェッ
クしてください。

本会議 録画配信
QR コード

委員会 録画配信
QR コード

▲視察の様子


